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互いに励まし合える仲間づくりを 

校長 坂元 裕則 

６月１日より、学校が再開しました。私を含め教職員全員がこの日をどれだけ待ち望ん

でいたことでしょう。ようやく学校に子どもたちの笑顔と元気さが戻ってきました。保護

者の皆様には、臨時休校中におきまして、お子さんの心身の健康維持や家庭学習への励ま

しを続けていただきましたことに深く感謝申し上げます。また、地域の皆様には、子ども

たちを常に温かい目で見守り、時には励ましていただき、誠にありがとうございました。 

再開初日の朝、「さいかい式」を全校放送で行い、子どもたちに大切な三つの心構えと関

連した話題について触れ、話をしました。 

『一つ目、今日は「再び学校が始まる“再開”」と同時に「学校でみんなと再び出会えた

“再会”」の「二つの“さいかい”」の日。みんなと一緒に学校で学習や多くの活動ができ

ることに感謝し、自分や周囲の人々を大切に思う気持ちを忘れず、互いに励まし合える仲

間づくりをしましょう。二つ目、新型コロナウイルスの感染予防として、流水と石けんに

よる手洗い・うがい・マスクの着用・検温・換気の５つの基本予防にきちんと取り組み、

感染予防に努めましょう。三つ目、悩み事や相談事があれば、自分一人で抱え込まずにお

家の人や先生、友だちに相談しましょう。以上三つのことを大切に過ごしてください。 

最近、新型コロナウイルス感染について、とても残念なニュースを目にしました。それ

は感染症で苦しむ人や家族の方々が心ない言葉や差別を受けて、とてもつらい思いをして

いることです。どれだけ感染防止に気をつけていても、誰もが感染者となる可能性があり

ます。もっと、相手を思いやり、励まし合って、支え合う心が必要なのではないでしょう

か』。そして、次のような話題を紹介しました。 

『世界中に新型コロナウイルスが猛威を振るう４月中旬、イタリア北部のクレモナとい

う都市で新型コロナウイルス患者への治療の最前線となっている病院の屋上から、日本人

バイオリニストの横山令奈さんが「医療従事者への感謝と、患者たちが再び音楽や芸術を

楽しめる日が来るように」祈りを込め演奏しました。みなさんもニュースなどで実際の映

像を見た人がいると思います。病院の屋上に立った横山さんの足元に見える病院の敷地に

は、新型コロナウイルスに感染した患者を隔離する白いテントが広がっています。当時、

クレモナでは感染者が５０００人を超え、死者も９００人近くとなる深刻な状況でした。

演奏が始まると、防護服姿の医師や看護師らが動きを止め、屋上を見上げバイオリンの音

色に聴き入りました。おそらくベッドで寝込む患者の耳にもこの美しい音色が届いていた

と思います。すべての時間が止まり、静けさの中に響く美しい音色が人々の心に癒しと勇

気を与えているようでした。曲が終わると大きな拍手と歓声が沸き上がり、感動で涙ぐむ

人もいました。横山さんは演奏後、「演奏家は、人の心に直接語りかけられるからこそ、い

ま何ができるのか考えてきた。マイナスなことを考えてもきりがないが、生の音楽が人々

の心に響き、少しでも勇気を持ってもらえたらうれしい」と述べたそうです』。 

 

最後に子どもたちに『今日からの学校生活で一人ひとりが“いま、何ができるか”を考

え、行動すること。人に勇気や感動を与えることまではできなくても、自分自身を大切に

して、相手を思いやり、励まし合って、支え合うことができる仲間づくりをしよう』と伝

えました。玉津の子どもたちがこれからもたくましく成長することを願っています。 
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学校再開後の行事等について 
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、延期や中止しなければならない行事が多く

あります。今後の状況を見据えながらさらに検討していく必要がありますが、現時点では、

次のとおりとしています。 

子どもたちは、行事を通して多くの体験や学びを重ね、成長の糧となっています。また、

地域の皆様のご協力を得ながら、学校と地域、家庭が一体となって子どもたちの育ちを見守

り支えてきたのがこの玉津学区の素晴らしさであると実感しています。 

現時点では、思うように行事が実施できないのが現状ですが、新たな生活スタイルが求め

られる中、新しい形や工夫についても検討していきたいと考えています。 
  

【主に児童にかかわる行事】 

行   事 対象学年 実施についての方向性 

１年生と仲良くする会 全校 校内放送を利用するなど取組方法を工夫します 

たまつっ子集会 全校 当面実施しません 

玉津大好き大発見 全校 ２学期に延期し、実施の可否について検討します 

フッ化物洗口 全校 当面実施しません 

身体測定、健康診断 全校 体重・身長計測は 6/8の週に実施 

他は、当面実施しません 

スポーツテスト ３～６年 中止 

ホールの子事業（びわこ

ホールでの鑑賞学習） 

４年 中止 

クラブ活動 ４～６年 当面実施しません 

委員会活動 ５・６年 内容や場所等を検討し、月に１回程度実施します 

カヤック体験 ５・６年 中止 

全国学力学習状況調査 ６年 中止 

市水泳記録会 ６年 中止 

   ※２学期以降の校外学習や修学旅行については、引き続き実施の可否を検討します。 
 

【主に保護者にかかわる行事】 

行   事 対象学年 実施についての方向性 

土曜参観（６月） 全校 中止 

学習参観、学級懇談会（７月） 全校 検討中 

    ※保護者との個別の懇談の機会についても検討してまいります。 
 

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ６月１日 学校再開 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

  

 

 

 

 

 

地域の方々に見守れ、全校での   学校再開式で、校内放送を聞く   ４月９日以来の通常の授業の再開 

登校が再開            子どもたち            クラス目標を決める学級も 

【 基 本 方 針 】 

〇全校が集まる行事は、当面実施を見合わせます。 

〇学年が集まる活動は、必要性が高い場合、場所や換気などを配慮して行います。 

〇外部から講師を招く学習活動は、３つの「密」（密閉・密集・密接）が重なることが懸

念される場合は実施を見合わせます。 

〇バスや電車など、密閉した空間が予想される交通機関を利用した校外学習は、当分の間

自粛し、延期、もしくは中止します。 


